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【参考2】 留学生受入れ主要大学 （平成17年5月1日 現在の在籍者数）

（ ）内は平成16年5月1日 現在の数

● 文部科学省か らのお知 らせ●

国際機関等に勤務する邦人職員による大学での講義等

文部科学省大臣官房国際課国際協力政策室

("I in U " Plan : "International Organizations' Staff in Universities 
" Pl an)

文 部科学省 では、外務省 の協力 の下、国際開発協力 サ ポー ト ・セ ンター を通 じて 、

国際機 関等 に勤務す る邦 人職員 による大学での講義等 （“I in U”Plan） の仕組 み を設

けてい ます。

本年度 か ら実際 に、“I in U”Planを 活用 した講義や シンポジウムが大学 において実施

され ま した。 “I in U”Planの 仕組み とこれまでの実績 をご紹介致 します。

“I in U”Planの 仕組 み

★ 日本の大学の講師等の公募情報を国際開発協力サポー ト・セ ンター （SCP）を通

じ、国際機関等邦人職員 に案内し、邦人職員による講義等の機会 を促進す る。

◎国際機関等：国連機関、世界銀行 ・アジア開発銀行等の国際開発金融機関 （MDBs）

など。

◎講 義 分 野 ：安全保障、国際法、国際金融 ・貿易、開発援助、環境、国際保健医

療政策、国際機関とその実務等。

◎処 遇 等 ：各大学の規定に準ずる。

◆“I in U”Planと は
“I i

n U”Planと は、 国際機関等 に勤務 す る邦人職 員が 日本 の大学 の教壇 に立 ち、平

和 構 築、 紛争解 決 とい った グ ローバ ル な課 題 につ いて、 実務 家 の視点 か ら学生 に

講義す る ことで、国際 的な舞台 で活躍す る人材 の育 成 を 目指す ものです。

具体 的 には、一 時帰 国の 際の夏 期集 中講 義 や特別 講義 、更 には一定期 間の任期

付 教員 と して の講 義 といっ た形 態 による実践的 な教 育の提 供 を期待 してい ます。
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◆ これ までの実績

実 際 に“IinU”Planの 仕 組み を活用 した実例 の一 部 をご紹 介 いた します。

・三重大 学 人文 学部 の講 義 におい て、一 時帰 国 中の 国連 世界 食糧計 画 （FAO） の

邦 人職 員 に よる講 義 を行 った。 「農業 ・農村 開発 か らみた途上 国 と国際協力 」 と

題 し、国 際機 関 に よる途 上 国支援 の話 や 、農村 開発 の専 門 的 な分 野 に至 る こと

まで実務 家の視 点 に立 った講義 内容であ った。

・福 井大学 にお い て、「原子 力 に関す る国際協 力 と地 域の役 割」 と題 した シ ンポ ジ

ウム を開催 。 国際 原子 力機 関 （IAEA） に勤務 経験 の あ るパ ネ リス トが参加 し、

原子 力 に関す る専 門的 な内容や人材 育成 を通 じた国際貢 献の重 要性 を発信 した。

・複数 の大学 が、 国際関係 の学部の助教授 や講 師等 の募集情報 を“IinU”Planの 仕

組 み を活用 して公 募 中。

現在 、“IinU”Plallに 正式 登録 してい る国際機 関の邦人職 員数 は49名 です が、そ

の登 録数 は現 在 も増加 してお り、邦 人職 員の 関心 の高 さが 窺 え ます 。 また、所 属

国際機 関 は 、国連 本部 、 国連 開発 計 画、 国際原 子 力機 関、 ユ ニセ フ、国連 難民 高

等弁務 官事務所 、国連 世界食糧計 画、 アジ ア開発 銀行等 、多 岐 にわたってい ます。

◆ 大学 、国際機 関の法人職 員 、学生 の それぞれの声
“Ii

nU”Planを 活用 した講義等 の メ リッ トとは どの よ うな もの なの で しょうか ？

○大学の声
・カ リキュラムの多様化が可能 となる。特に地方大学 にとっては、国際機関と接する機会が ほとん

どないので、この ような仕組みがあると大変あ りがたい。

・国際機関 とのパイプがで きる ことで、将来的に、国際関係学部等でア ドバイザー としての活用が

見込める等、大学 における人材の選択の幅を広げることにも繋が る。
・学生 に刺激 を与えることが重要であ り、国際機関への就 職に興味がない学生 にとって も、多角的

な ものの見方を養 うことに繋がることが期待 できる。

○国際機関の邦人職員の声

・国際機関 に勤める日本人職員が少 ない と言 われ てお り、是非 とも大学で講義す るこ とで人材育成

の役 に立ちたい。

・大学で講義 した経験は、国際機関 において評価 され る。また、 自分自身のスキルアップに繋が り、

大学 と接点を持つ ことで、今後のキャリアパ スの多様化の可能性が広が る。

○学生の声
・国際機関への就職 に興味はあるが、身近に話 を聞ける人がお らず、講義 で直接に話を聞ける機会

は貴重であった。

・世界 の舞台で活躍 している様子 を聞いて、大 きな刺激を受けた。 国際社会で 日本 の果たすべ き役

割が存在することを知 り、そのためにで きることはないか、今 から積極的 に考えてみたいと思う。

この よ うに、各 方面か ら好意的 な反響が 多数寄せ られ てい ます 。

【お問 い合 わせ】

大学教育の一層 の充実の観点から、ご関心のある大学におかれ ましては、「国際開発協

力サポー ト・セ ンター」 まで詳細 をお問い合わせ ください （大 臣官房国際課国際協力政策

室 までお問い合わせいただいて も結構です。）。また、随時公募情報 もお寄せ下 さい。

本件問い合わせ先 ： 「国際開発協力サポー ト・センター」 プロジェク ト

E-mail : intlorg@scp.mext.go.jp http //www.scp.mext.go.jp/iu/index.htm
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